生物×地学の授業用カンペシート

１，２，３（数字はスライド番号）
（初めの挨拶）
生態系の単元はほぼ終了しました。今回は，その生態系の総括の授業を湿性遷移の話をベースにしたいと思います。
甘利山の話に入る前に，
・土砂災害，大雨の話
・材木の根が細い理由についての話
土砂災害の恐れもある。そのことを多くの人が知っているけど，知ってるけど何もしない。誰かが，行政が政府が何とかしてくれるんじゃないのかって思っている人が多いのかもしれない。
　そういうこと他にもあります。地球温暖化だって，マイクロプラスチックの問題だって，原因はこれだって言われているけど，でも解消のための具体的な行動って誰かしてるのえしょうか？　それは，世界規模の話で，大きすぎるから何もしないのでしょうか？
それで，今日は地元，韮崎の問題で，地元の人が自分事として考えないとならないことを見つけて持ってきました。
４，５，６
さわら池の場所や今日の流れを説明
７
では改めて甘利山ですが，この中で甘利山に登ったことがある人いますか？
甘利山はレンゲツツジが有名で，６月にはこの写真のようなきれいな花を咲かせます。で，遷移のところで，草原，低木，陽樹，陰樹の話をしましたが，このレンゲツツジはツヅジの仲間ですから低木です。だからほッといたら遷移が進んで陽樹の森になってしまいます。でもそうならないように，地元の甘利山倶楽部の人たちは，毎年春と秋の２回，ボランティアと一緒に草刈りをしています。自然科学部や山岳部もそのボランティアに参加します。草刈りは，おもに笹が広がっているのでそれを鎌できるのですが，陽樹の幼木なんかも切ってしまいます。森になると，森の中には日の光が弱くなるので，きれいな花が咲かない。きれいな花が咲くためには，低木までは進行していてもいいけど，それよりも背が高い木があると日光が遮られてしまう。甘利山は人の手でそうならないようにしている環境，つまり里山です。そして，レンゲツヅジをはじめきれいな花が咲く環境があるので，昆虫が来る，昆虫が来るとたくさんの鳥が来る，特に希少なトンボが多くいる環境があります。甘利山俱楽部の人たちは地元の登山会の人たちと協力して「甘利山の生物多様性」を守っています。
そして，昆虫や鳥が生息するためには水場が必要ですが，山頂から少し下ったところにある「さわら池」がその鳥たちの水場として存在していまして，今日の話の中心となります。
８
　その甘利山ですが，「赤牛伝説」というのが残っています。これは渡した資料（スライドの一部を印刷して渡してある）にあります。ポイントは土砂災害がある地域には「赤牛伝説」が残っている，ということです。

９，１０
で，そのさわら池ですが，理由は分かっていないのですが，だんだんと埋まってきていて，つまり堆積物が多くなって過去になくなりかけたことがあります。このままではさわら池がなくなってしまうと，地元の人たちが県会議員に働きかけて，約４０年前に大規模な整備事業が行われました。その整備では，湧水の場所から池までコンクリート水路を作る。池の泥を取り除いて水深を確保する。出口（堰といいますが）をコンクリートで作り，さらに水深を確保する，の３つが主なものです。このことに関する県議会の議事録はネットで公開されていて，これが資料２です。ただ，池が埋まりそうだから，税金で何とかしてくれというのは，結構無理な話らしく，土砂災害を防ぐという目的を掲げて，この周囲に砂防ダムがいくつも設置されて，その整備の一環としてさわら池の環境を整えるというのもあったようです。
１１，１２
そして現在は，そのさわら池は希少な生物がいる環境となりましたし，今から201４年にはユネスコエコパークにも認定されました。
しかし，約４０年前の工事で堆積物をとったはずなのに，今また陸地化が進んでます。生物用語で言うところの湿性遷移です。そしてこの池，カヌーを浮かべて自然科学部で調査をしたのだけど，浅いところだと33センチ，池の真ん中，一番深いところでも９０センチしかありませんでした。

１３，１４
話し合い活動。ＰＣも使って調べたりしながら

追加説明（別スライドで）
地歴科の教員に依頼（教科横断的な取り組み）

話し合い活動
地歴の知識，生物の知識を総動員して，今後さわら池がどうしていけばいいかを話し合う。

総括
さわら池は，ざっとの計算だと最短で１３年でさわら池は埋まります。そうすると最悪の事態が起きてしまう。でも，逆の言い方をすればまだ１３年ある。
東日本大震災のとき，津波がここまでくるという伝承はあったのに，その伝承がいつの間にか埋もれてしまって被害が拡大したという報道がありましたが，この赤牛伝説も同じようなものかもしれません。
・・・
